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青
森
の
施
設
が
腰
痛
予
防
の
取
り
組

み
を
本
格
的
に
始
め
た
。
２
月
20
日
に

青
森
市
の
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
で
、「
ノ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
実
践
報
告
会
」
が

開
催
さ
れ
、
５
施
設
が
報
告
し
た
。
実

施
は
青
森
県
、
運
営
は
県
老
施
協
で
、

実
践
指
導
は
高
知
県
か
ら
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

代
表
の
下
元
佳
子
氏
ら
が
担
っ
て
き

た
。

　

冒
頭
、
県
高
齢
福
祉
保
険
課
の
福
士

聡
課
長
が
挨
拶
、「
介
護
人
材
不
足
の

中
で
、
介
護
負
担
の
軽
減
や
介
護
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
喫
緊
の
課
題
。
腰
痛

予
防
に
向
け
て
組
織
的
な
取
り
組
み
を

行
う
高
知
県
に
学
び
、
各
施
設
が
誇
り

と
や
り
が
い
を
も
っ
て
介
護
業
務
に
臨

め
る
姿
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

基
調
講
演
の
滋
賀
医
科
大
学
垰
田
和

史
准
教
授
は
、
こ
れ
ま
で
の
重
度
障
が

い
者
施
設
な
ど
で
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
と
も
に
、「
原
則
と
し
て
人
力
に

よ
る
人
の
抱
え
上
げ
は
行
わ
な
い
こ

と
」
を
示
し
た
、
国
の
「
新
・
職
場
に

お
け
る
腰
痛
予
防
対
策
指
針
」（
２
０

１
３
年
６
月
公
表
）
が
、
医
療
機
関
や

高
齢
・
障
が
い
者
施
設
か
ら
、
在
宅
の

訪
問
介
護
ま
で
幅
広
く
対
象
に
し
て
い

る
こ
と
を
力
説
し
た
。

　

次
に
、
19
年
５
月
か
ら
毎
月
、
青
森

の
施
設
で
ノ
ー
リ
フ
ト
の
取
り
組
み
を

指
導
し
て
き
た
下
元
さ
ん
（
作
業
療
法

士
）
が
、
高
知
で
の
実
践
を
踏
ま
え
て

青
森
で
の
初
年
度
の
取
り
組
み
を
説
明

し
た
。
こ
こ
で
は
、
組
織
的
に
ノ
ー
リ

フ
ト
に
取
り
組
む
た
め
に
、
高
知
県
で

の
手
法
を
踏
襲
す
る
形
で
、
施
設
長
な

ど
の「
管
理
者
向
け
研
修
」と
現
場
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
た
め
の「
リ
ー
ダ
ー
研
修
」

（
２
日
間
の
入
門
編
）
を
行
い
、
モ
デ

ル
施
設
と
し
て
特
養
５
施
設
で
「
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」
を
実
施
し
た
と

話
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

ケ
ア
の
効
果
に
つ
い
て
、
下
元
さ
ん
は

「
安
心
し
て
長
く
働
け
る
職
場
環
境
の

整
備
と
、
職
員
と
利
用
者
双
方
に
や
さ

し
い
ケ
ア
の
実
現
」
を
掲
げ
た
。
取
り

組
み
を
続
け
る
こ
と
で
、
職
員
に
と
っ

て
は
腰
痛
発
生
率
の
減
少
や
離
職
の
減

少
に
な
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
２

次
障
が
い
の
改
善
・
自
立
支
援
の
促
進
、

拘
縮
の
削
減
（
→
ケ
ア
に
か
か
る
時
間

短
縮
）、
外
来
受
診
・
入
院
の
減
少
（
褥

瘡
や
外
傷
の
減
少
・
誤
嚥
性
肺
炎
の
減

少
な
ど
に
よ
る
）、
ト
イ
レ
で
の
排
泄

増
加（
お
む
つ
・
下
剤
の
使
用
率
低
下
）、

摂
食
の
改
善
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
改
善
な
ど
の
効
果
が
生
ま
れ
る
と
説

明
。
さ
ら
に
、
職
員
の
自
己
組
織
化
や

施
設
文
化
が
醸
成
さ
れ
て
、
職
員
の
意

欲
向
上
が
図
ら
れ
る
と
話
し
た
。

　報告会の後
半にはモデル
5施設の実践
報告が行われ
た（写真）。
　特養「正寿
園」（青森市、
110床、社福
平元会）は、
重度12％、中
度 56％、 軽
度18％と、職員の8割を超える腰痛の訴えがあり、
ノーリフティングケアの県のモデル事業に手を挙げ
た。これまでもスライディングボードや床走行リフ
ト、スタンディングリフトなどの用具導入を行って
きたが、効果的な活用が課題になっていた。
　同施設では、施設長や介護職員、生活相談員、施
設ケアマネ、機能訓練指導員、管理栄養士、看護師
らの推進チームが作られ、全職員対象に朝夕2回の
勉強会や体操・ストレッチが行われた。先進県の高
知を視察し、取り組みがスタートした。
　環境整備として、重量のある会議テーブルをキャ
スター付きに変更、物品倉庫の入口の段差に踏み台
を置いた。ノーリフティングの視点からアセスメン
ト表やケアプランには、ADL に応じた対応を明記
し「スタンディングリフト、グローブ、シート、手
すり」など活用する用具も記載した。
　リフトとスタンディングリフトを活用した A さ
ん（80代後半男性、要介護5）は、体調を崩して51
日間入院。退院すると、全身の筋緊張が強く両膝が
90度に曲がり、両膝が付いた状況で、両足に褥瘡（ス
テージ4）ができていた。その後、リフトを使って
移乗を続けると、徐々に筋緊張が緩和されていき、
端座位がとれるまで回復。膝も伸びた。リフト活用
によるこうした好事例が相次いでいった。
　課題だった腰痛についても、重度から軽度までの
腰痛の訴えは、全体の6割程度まで改善をしてきた。

下元佳子氏

介
護
を
変
え
る
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

高
知
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実
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リ
フ
ト
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痛
予
防

特養 「正寿園」

リフトで筋緊張緩和
職員の腰痛も改善へ

グ
ル
ー
プ
従
業
者・

学
生
２
８
０
０
人

　

60
年
の
歴
史
を
も
つ
「
お
も
と
会
グ

ル
ー
プ
」
は
、沖
縄
県
南
部
の
那
覇
市
、

豊
見
城
市
、
宜
野
湾
市
、
与
那
原
町
に

56
施
設
を
展
開
す
る
県
内
有
数
の
医

療
・
介
護
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
。
医
療
法

人
、
社
会
福
祉
法
人
、
学
校
法
人
の
３

法
人
か
ら
な
り
、
現
在
、
国
が
推
進
し

て
い
る
医
療
介
護
連
携
や
、
人
材
不
足

が
深
刻
と
な
る
中
で
医
療
介
護
職
養
成

な
ど
も
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

現
在
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員
・
学
生
数

は
約
２
８
０
０
人
を
数
え
る
が
、
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
、
利
用
者
・
患
者
へ
の
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な
が
る
と
の

考
え
か
ら
、
２
０
１
２
年
に
は
「
こ
こ

ろ
と
体
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」（
石

井
民
子
セ
ン
タ
ー
長
）
を
開
設
。
セ
ン

タ
ー
長
（
産
業
医
）
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
担
当
（
精
神
保
健
指
定
医
お
よ
び
産

業
保
健
師
）
と
い
っ
た
セ
ン
タ
ー
専
任

の
医
師
・
保
健
師
を
配
し
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ト
レ
ー
ナ
ー
（
健
康
運
動
指
導
士
）

も
有
す
る
万
全
の
体
制
を
完
備
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
従
業
員
フ
ァ
ー
ス
ト
の
取

り
組
み
成
果
は
、
医
療
・
介
護
離
職
率

に
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、
16
年
に
は

「
沖
縄
県
平
均
24
・
１
％
」「
全
国
平
均

14
・
８
％
」
に
対
し
て
、
同
法
人
は

11
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
抱
え
上
げ
な
い
ケ
ア
」

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

そ
う
し
た
中
で
18
年
４
月
よ
り
動
き

出
し
た
の
が
、
抱
え
上
げ
な
い
ケ
ア
に

よ
り
、
負
担
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
お
も
と

会
か
ら
ケ
ア
を
変
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。

　

き
っ
か
け
は
17
年
８
月
に
ヘ
ル
ス
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
法
人
内
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
67
・
３
％
が
腰
痛
の

経
験
が
あ
る
と
回
答
し
た
こ
と
。
そ
の

対
応
と
し
て
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に

取
り
組
む
と
い
う
解
決
策
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
法
人
本
部
に
働
き
か
け
た
結

果
、
根
本
的
に
ケ
ア
の
あ
り
方
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
の
共
通
認
識
の
も

と
、
理
事
長
を
ト
ッ
プ
に
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。

組
織
課
題
を「
他
者
」を

巻
き
込
ん
で
解
決
へ

　

法
人
本
部
理
事
の
石
井
隆
平
氏
は

「
組
織
の
課
題
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ

ン
発
想
で
解
決
す
る
」
と
話
し
、
法
人

内
の
課
題
解
決
に
は
、
他
法
人
や
他
組

織
を
対
話
に
巻
き
込
ん
で
、
地
域
社
会

ご
と
変
革
を
目
指
す
必
要
性
を
強
調
す

る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
、
法
人

グ
ル
ー
プ
の
養
成
学
校
で
後
進
の
指
導

に
も
あ
た
る
金
城
知
子
氏
（
作
業
療
法

士
）
は
「
作
業
療
法
士
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
『
地
域
作
業
療
法
学
』
と
し
て
リ

フ
ト
に
関
す
る
講
義
と
演
習
を
実
施
し

て
い
る
。
卒
業
生
や
在
校
生
は
リ
フ
ト

や
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
活
用
な

ど
、
福
祉
用
具
を
使
っ
た
ケ
ア
が
浸
透

し
て
い
る
。
卒
業
後
、
法
人
外
の
施
設

に
就
職
し
た
作
業
療
法
士
に
つ
い
て

も
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
当
た
り
前

の
文
化
を
広
げ
て
く
れ
て
い
る
」
と
、

こ
れ
か
ら
を
支
え
る
人
材
教
育
の
一
環

と
し
て
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
当
然

と
と
ら
え
る
人
材
育
成
が
軌
道
に
乗
り

始
め
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
熟
知
の
人

を
育
成
し
、
仲
間
を
増
や
す

　

法
人
施
設
で
も
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

の
実
践
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
31
施
設

に
リ
フ
ト
や
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
マ
シ

ン
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
な
ど
63
台
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
育
成
に
関

し
て
も
、
20
年
２
月
時

点
で
「
ノ
ー
リ
フ
ト

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

登
録
」
６
人
、「
ア
ド

バ
ン
ス
修
了
」
15
人
、

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
修
了
」

25
人
と
、
ノ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
波
及
さ
せ

て
い
く
人
材
育
成
も
進

ん
で
い
る
。

　

金
城
氏
は
「
リ
フ
ト

や
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
は
欠
か
せ

な
い
道
具
に
な
っ
て
き
た
。
機
器
・
用

具
の
所
在
が
分
か
ら
な
く
な
る
と
、
皆

で
探
し
回
る
ほ
ど
現
場
に
定
着
し
て
き

た
」
と
話
す
。
効
果
に
関
し
て
も
「
職

員
の
負
担
軽
減
に
よ
る
腰
痛
予
防
効

果
の
ほ
か
、
利
用
者
・
患
者
の
皮
膚
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る
剥
離
や
内
出

血
な
ど
が
減
り
、
安
楽
な
た
め
筋
緊
張

亢
進
や
変
形
拘
縮
の
予
防
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
。

利
用
者・
患
者
を
み
て

用
具
を
適
切
に
使
用

　

同
法
人
で
用
具
活
用
の
判
断
は
▽
座

位
が
不
安
定
に
な
っ
た
人
に
は
リ
フ
ト

を
検
討
▽
立
位
の
支
持
性
、
座
位
バ
ラ

ン
ス
、
上
肢
の
使
用
で
あ
る
程
度
の
残

存
能
力
が
あ
り
、
協
力
動
作
が
で
き
る

人
に
は
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
、
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

シ
ー
ト
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
な

ど
を
検
討
―
―
と
基
準
を
設
定
し
て
い

る
。生

産
性
向
上
で
の
リ
フ

ト
、機
器
活
用
の
意
義

　

金
城
氏
は
「
よ
く
リ
フ
ト
を
使
う
の

に
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う
意

見
を
聞
く
が
、
習
熟
と
と
も
に
時
間
短

縮
が
進
む
こ
と
や
、
か
え
っ
て
腰
痛
を

我
慢
し
な
が
ら
の
作
業
は
効
率
が
低
下

す
る
こ
と
、２
人
掛
か
り
の
移
乗
よ
り
、

１
人
で
も
移
乗
介
助
が
で
き
る
リ
フ
ト

の
方
が
、
生
産
性
が
高
い
と
い
う
見
方

も
で
き
る
」
と
生
産
性
向
上
で
も
リ
フ

ト
活
用
が
優
れ
る
と
い
う
。

リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
で

の
優
位
性
も

　

石
井
理
事
は
「
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ

で
も
、
当
法
人
グ
ル
ー
プ
の
介
護
職
エ

ン
ト
リ
ー
で
『
ノ
ー
リ
フ
ト

ケ
ア
に
関
心
が
あ
り
ま
す
』

と
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
な

ど
、
人
材
確
保
で
も
優
位
に

働
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い

う
。

　
「
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は

介
護
す
る
側
、
さ
れ
る
側
双

方
に
負
担
軽
減
の
効
果
が
期

待
で
き
る
。
介
護
人
材
不
足

が
叫
ば
れ
る
中
で
、
介
護
職

を
大
切
に
し
な
い
こ
と
に
よ

る
離
職
や
労
災
申
請
な
ど
の

経
済
損
失
は
、
08
年
の
経

済
産
業
省
の
試
算
で
６
５
０
０
億
円
に

も
な
る
。
日
本
を
代
表
す
る
ノ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
推
進
の
団
体
で
あ
る
、
日
本

ノ
ー
リ
フ
ト
協
会
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
締
結
し
、
地
域
社
会
ご
と
ノ
ー
リ

フ
ト
ケ
ア
を
文
化
に
ま
で
広
げ
る
活
動

に
取
り
組
む
」
と
、
沖
縄
県
を
ノ
ー
リ

フ
ト
ケ
ア
の
先
進
地
域
に
引
き
上
げ
る

強
い
決
意
を
語
る
。

研
修
施
設
に「
ノ
ー
リ

フ
ト
ラ
ボ
」開
設

　

そ
の
強
い
想
い
を
受
け
、
19
年
８
月

に
は
、
法
人
グ
ル
ー
プ
の
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
の
建
て
替
え
に
際

し
、
３
階
建
の
「
ケ
ア
・
ク
ロ
ッ
シ
ン

グ
寄
宮
（
Ｃ
Ｃ
寄
宮
）」
を
開
設
。
３

階
フ
ロ
ア
に
は
法
人
職
員
の
た
め
の
研

修
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ウ
ン
ジ
と
と
も
に
、

リ
フ
ト
を
常
設
展
示
し
体
験
が
で
き
る

「
ノ
ー
リ
フ
ト
ラ
ボ
」
が
入
居
す
る
。

１
階
は
福
祉
用
具
事
業
所
と
事
務
所
、

２
階
は
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
。

　

研
修
フ
ロ
ア
の
ト
イ
レ
に
は
、
日
本

ノ
ー
リ
フ
ト
協
会
代
表
理
事
の
保
田
淳

子
氏
監
修
の
後
付
け
リ
フ
ト
が
備
わ
っ

て
い
る
。「
あ
え
て
後
付
け
リ
フ
ト
と

す
る
こ
と
で
、
一
般
の
在
宅
ト
イ
レ
の

改
修
で
で
き
る
こ
と
が
体
験
し
や
す

い
。
移
乗
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
活
用
し

て
い
る
」
と
石
井
理
事
。

専
門
職
向
け
、家
族
向

け
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

　

ノ
ー
リ
フ
ト
ラ
ボ
は
、
世
界
的
リ
フ

ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企

業「
リ
コ
」製
リ
フ
ト
を
取
り
扱
う
シ
ー

ホ
ネ
ン
ス
の
全
面
協
力
に
よ
り
実
現
。

同
社
ベ
ッ
ド
や
高
機
能
車
い
す
な
ど
と

と
も
に
、
整
然
と
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て

い
る
。

　

金
城
氏
は
「
沖
縄
で
こ
れ
だ
け
の

機
種
を
常
設
展
示
す
る
こ
と
は
大
変
。

シ
ー
ホ
ネ
ン
ス
社
の
協
力
に
感
謝
し
て

い
る
。ラ
ボ
に
来
場
い
た
だ
く
こ
と
で
、

こ
れ
だ
け
の
機
種
を
試
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
は
、
全
国
的
に
も
恵
ま
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
満
足
気
。

　

オ
ー
プ
ン
以
来
、
地
域
の
た
め
の
開

放
さ
れ
た
ラ
ボ
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
て
お
り
、
19
年
11
月
に
厚
労
省
委
託

の
腰
痛
予
防
講
習
会
の
会
場
と
な
っ
た

ほ
か
、
同
年
12
月
に
日
本
ノ
ー
リ
フ
ト

協
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、

20
年
１
月
に
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研

修
で
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
医
療

介
護
関
連
職
種
の
集
う
「
場
」
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。今
後
も
定
期
的
に「
プ

ロ
向
け
」「
家
族
向
け
（
プ
レ
フ
レ
イ

ル
者
、
要
介
護
者
）」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
る
。

「
お
も
と
会
」ケ
ア
・
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
寄よ

り
み
や宮 （
沖
縄
県
）

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
地
域
課
題
を
解
決

　

沖
縄
県
内
に
病
院
・
保
健
施
設
・
介
護
福
祉
施
設
・
教
育
施
設
な
ど
56
施
設
を
展
開
す
る
「
お
も
と
会
グ
ル
ー
プ
」（
本
部
：

沖
縄
県
那
覇
市
、
石
井
和
博
理
事
長
）
で
は
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
取
り
組
み
に
留
ま
ら
ず
、
日
本
ノ
ー
リ
フ
ト
協

会
（
神
戸
市
、保
田
淳
子
代
表
理
事
）
と
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
結
び
、体
験
や
研
修
、学
習
が
で
き
る
常
設
展
示
場
「
ノ
ー

リ
フ
ト
ラ
ボ
」
を
２
０
１
９
年
８
月
に
開
設
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
の
ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
に
関
す
る
情
報
発
信
・
学
習
・
体

験
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
沖
縄
全
体
に
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
他
法
人
の
施
設
関
係
者
ら
に

も
開
放
す
る
の
が
特
長
。
リ
フ
ト
機
器
等
は
世
界
的
リ
フ
ト
メ
ー
カ
ー「
リ
コ
」（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）製
品
を
取
り
扱
う
シ
ー

ホ
ネ
ン
ス
（
大
阪
市
、
増
本
龍
樹
社
長
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
提
供
し
て
い
る
。

シーホネンスの協力でリフトや
用具が常設展示される

法人内外からも参加者が集って
開催されるノーリフトケア体験
イベント（「NO LIFT LABO」にて）

左から、石井隆平理事、金城知子プロジェ
クトリーダー、石井民子センター長

常
設
展
示・研
修・体
験
型「
ノ
ー
リ
フ
ト
ラ
ボ
」整
備


